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LLMの歴史
2014 Attention

機械翻訳において目的言語の次の語を
生成する際に原言語の文のどこに着目
するか

2017 Transformer
attentionの精緻化、原言語文内、目的
言語内でのattention

2018 BERT
Transformerのencoder側を単言語の分類問
題等に

2018 GPT (1.17億パラメータ)
Transformerのdecoder側を言語モデルに

2019 GPT-2 (15億パラメータ)
2020 GPT-3 (1750億パラメータ)
2022 GPT-3.5 / InstructGPT
2022 ChatGPT 
2023 GPT-4 (2兆パラメータ?)

画像も扱える、多言語能力も大幅向上
• 米司法試験で人間受験者の上位10％の成績

• 米大学入試テストSATで1600点中1410点
• 米医師試験USMLEでも合格レベルの点数

[Vaswani et al. 2017]
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2023年3⽉



新しい⾃然⾔語処理
もっと⼈間や社会へ向かうもの

• 脳神経科学との関係
• ⼈の感情
• ⼈の理解、納得、説得
• AI Native世代の教育、批判的思考の涵養
• 情報の信頼性、関係付け（参照）
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2023年3⽉ ⾔語処理学会緊急パネル



そのためには
• LLMが完全にオープンであること
• また、ChatGPTにおける⽇本語コーパスは圧倒
的に少ない

• ⽇本⽂化や経済安全保障の視点
• 良質で⼗分な⽇本語テキスト（＋英語テキスト）
で学習したオープンな⼤規模⾔語モデルを⽇本が
持つ必要性
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2023年3⽉ ⾔語処理学会緊急パネル



LLM-jpの⽴ち上げ

2023.5
自然言語処理の研究者
30名程度による勉強会を開催

2023.10
ｍdxを用いて
130億パラメータモデル
LLM-jp-13Bを公開

2023.11 
ABCI第２回LLM構築支援
プログラム に参加
1750億パラメータモデル
の学習トライアル

2024.4  
GENIAC環境で
1720億パラメータモデル

の学習開始

国立情報学研究所（NII）に
LLM研究開発センター
（LLMC）設置
⽂部科学省「⽣成AIモデルの透明性・信頼性の確
保に向けた研究開発拠点形成」事業

• mdx: データ活⽤社会創成プラットフォーム．9⼤学2研究所が連合して共同運営する、データ活⽤にフォーカスした⾼性能仮想化環境
• ABCI: AI橋渡しクラウド．産業技術総合研究所（AIST）が提供するAI向け計算⽤で現状国内最⼤の計算資源
• GENIAC: Generative AI Accelerator Challenge.⽇本国内の基盤モデル開発⼒の底上げのために計算資源の提供等を⾏う経産省のプログラム

• オープンかつ⽇本語に強い⼤規模モデルを構築
し、LLMの原理解明に取り組む

• モデル・データ・ツール・技術資料等を議論の
過程・失敗を含めすべて公開する

• この趣旨に賛同すれば誰でも
参加可

• 産学の多様な
メンバーが参加

2300名超
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LLM研究開発はビッグサイエンス
チューニング評価WG

大規模コーパス

評価データ

チューニン
グデータ

尾形哲也教授
（早稲田大学）

鈴木潤教授
（東北大）

宮尾祐介教授（東大）

田浦健次朗教授
（東大）

横田理央教授
（Science Tokyo）

安全性WG

関根聡特任教授
（NII）

マルチモー
ダルWG

岡崎直観教授
（Science Tokyo）

実環境インタ
ラクションWG

河原大輔教授
（早稲田大学）

原理解明
WG

大関洋平准教授
（東大）

モデル構築WG

大規模
計算基盤

コーパス構築WG

対話WG

東中竜一郎教授
（名大）
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If you want to go fast, go alone
If you want to go far, go together

LLM-jpへの参加 いつでもwelcome!


